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・追加提案をするに至ったきっかけは何なのか。 

・今提案は区分内での担務変更を意味しているのか。 

・資格をキャリア加算の対象にしてもらいたいという

意見が出たのか。資格を対象にしてほしいという声は

聞いていない。メンテナンス系統に限定して担務変更

を対象にする手法もあったのではないか。 

・当初提案後に意見交換をしていく中で様々な意見、要

望があり、それを受け止めたというところが大きい。 

・担務変更というよりは区分内の業務でも能力・働きが

いの伸長と視野の拡大が実現できることの評価の 

仕方として提案した。 

・事実上チャンスが少ないというところを受け止め、ど

ういった方法がいいかを検討し、基礎的資格を次のス

テップへの起点と評価し加算対象の判断をした。 

・基礎的資格を取得したことによって、より担える業務

というのはどのようなものがあるのか。 

・なぜこの資格に至ったのかというところが一番の勘所

だ。 

・目的は、基礎的資格を取らせることなのか、区分内の

様々な業務を経験すること、どちらなのか。 

・一概に何かと言うのは難しい。この資格を取ってこの

仕事をするというところまで細かく指定するような趣

旨ではない。 

・資格の取得によってより広い視野を持つことで業務に

繋がっていくというところで判断した。 

・資格取得が最終的な目的ではなく、取得をきっかけと

して更なる能力の伸長と視野の拡大を期待するもの。 

・車両整備技能士の位置づけがはっきりしない。一級

にチャレンジしてもらいたい根拠が明確にならない。 

・表に記載された資格に絞った根拠は何か。他にも資

格はある。 

・対象資格を持っている方が営業系統に配属になった

場合は加算するのか。 

・適用時期は合格時点なのか、免許交付時点なのか。 

・本人の責に帰すべき事由とは懲戒以外にあるのか。 

・ＪＲ東日本の車両社員として基礎的な資格をどこに

するかを検討した結果、一級と判断した。 

・様々な業務に従事することを通じて更なる能力の伸

長、視野拡大に繋がっていくのはどの資格かを検討し

た結果である。網羅していると考えている。 

・対象区分にいる方が加算されるので、この場合は対

象にならない。この場合は２区分での加算が適切と考

えている。 

・基本的には合格証の発行日で確認。発表が遅い場合

は合格日に遡って適用していく。 

・適正検査不適や病気の場合があるが、様々な事情、ケ

ースがあるので個別に判断していく。 

 

・教育期間として２年を考慮する根拠は何か。教育期間

でも基礎的資格を本人が主体的に取得した場合は評価

すべきであり、矛盾が生じる。 

 

・業務の習熟に集中する期間であろうということ。一般

的に１年目は研修的な位置づけ、２年目は基礎的な部

分を学び、その後に加算することが全体的なバランス

を見ても適切と判断した。 

 １．今回、追加提案に至った理由について具体的に明らかにすること。 

 
 

２．追加提案の内容として、新たに基礎的資格を次のステップへの起点と評価し、 
キャリア加算の対象とした理由について明らかにすること。 

 ３．キャリア加算の対象をメンテナンス系統に限定した基礎的な資格等の判断基準について明らかにすること。 

 
 

４．採用前及び採用後２年未満の基礎的資格を有した場合の 
キャリア加算の適用を入社２年後とした理由について明らかにすること。 
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